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☆高校入試が始まっています！ ☆「読みを鍛える」公開授業！
1 月には、私立・高専の推薦入試、私立の一般入試が終わり 「読みを鍛える」研究推進事業の

ました。推薦入試においても学力検査を実施している高校もあ 公開授業研究会を行いました。今年

り、しっかり学力が着いているかを見て入学させる方向に変わ 度最後の公開授業研究です。1 年美

ってきています。まじめに勉強して実力をしっかり着けた生徒 術、２年数学、３年技術で行いまし

は、どの高校も欲しいのです。そのような生徒になるように頑 た。どのクラスも、学校図書を活用

張っていかなければいけません。高校入試が本格的に始まり、 した授業で、自分の考えを根拠をも

３年生たちは、不安もあると思いますが自分の進路を目指して とに説明することを狙いとした授業研究を行いました。生徒たち

頑張っているところです。 は、考えをしっかりまとめ、相手に伝わるように説明していまし

公立 A 日程の出願も水曜日から た。西部教育事務所の指導主事の先生方からもご助言も頂きまし

になっています。これからは、全 た。意欲的に学習に参加するための授業づくりにも生かせそうで

ての入試で学力検査がありますの す。しっかり勉強することができました。

で、生徒たちにとっては、プレッ ☆2月の日程
シャーのかかる厳しい受験になろ ・４日(月)→ NHK 取材、SC 来校

うかと思います。生徒たちが自分の進路に向けてしっかり頑張 ・５日(火)→避難訓練

れるよう個別の支援も充実していきたいと思います。 ・６日(水)→校内研、授業改善（理科）公立高校 A 日程出願開始

☆目標を達成するために！ ・７日(木)→人権参観日、開かれた学校づくり推進委員会

目標を達成するためには、頑張ってきた証と自信が必要です。 ・８日(金)→授業改善（英語）

しかし、多くの生徒は何をどのようにやったらよいか分からず ・９日(土)→黒潮町長杯ソフトテニス、ジュニアユースサッカー

に自信が持てず目標をあきらめてしまう生徒もいるのではない ・10 日(日)→黒潮町ジュニアユースサッカー

かと思います。自信を持てるようにするためにはどうするのか、 ・11 日(月)→四国西南新人駅伝

一つ目は、主体性を持って取り組む。悩むばかりで行動に移 ・12 日(火)→県教委来校、市スポーツ賞選考委員会

さなければ目標の達成は難しくなります。まずは、自分自ら主 ・13 日(水)→ A 日程志願先変更(~15 日)校内研、３年期末テスト発表

体性を持って行動することです。とにかくやっていく。 ・14 日(木)→専門部会

二つ目は、達成できそうな目標を決め、日々クリアすること ・15 日(金)→生徒集会

です。毎日振り返ったとき目標をクリアしていたら達成感と自 ・16 日(土)→県学校図書表彰式

信に繋がります。その積み重ねが頑張ってきた証になるのです。 ・17 日(日)→高専入試

受験生は毎日の学習時間を設定し、それを少しでも多い時間を ・18 日(月)→ SC 来校、保育実習

勉強するようにしましょう。少しでも良いので目標を達成する ・19 日(火)→保育実習、入学説明会(清水小)

ことが大事です。５問の計算問題を毎日解くと決めたら６問を ・20 日(水)→３年期末テスト、３年給食なし

毎日やっていこう。１問の差が１ヶ月には 30 問の差になり自信 ・21 日(木)→３年期末テスト、1･2 年期末発表、部活停止

となるし、出来る問題が多くなります。きっと入試でも出来る ・22 日(金)→部活停止、保育実習

問題が多くあるはずです。身近な目標を決めて毎日達成するこ ・26 日(火)→読み聞かせ、部活停止

とを試してみて下さい。 ・27 日(水)→ 1･2 年期末、1･2 年給食なし

三つ目は、重要事項を優先する。今の自分にとって、優先的 ・28 日(木)→ 1･2 年期末

に学習する教科は何なのかを考えて取り組みましょう。 ☆小学生体験入学！
残りわずかの期間となりました。３年生の皆さんならきっと 1 月２５日に小学生の体験入学があり

出来るはずです。自分の目標を達成するために、上のことを考 ました。生徒会の説明、施設見学、体験

え、最後まで頑張ってみましょう。健闘を祈ります。 授業と続きましたが、どれも落ち着いた

☆NHK-World-Japanの取材がありました！ 態度で参加していました。授業体験の様子を見に行くと、かなり

１月の便りでもお知らせしてい 集中して行っているのに感心したことでした。理科の体験授業で

ましたが、２月４日に「防災小説」 は、1 本の釘に 16 本の釘をバランスを取ってのせるという体験

に関する取材がありました。３年 を行っていましたが、かなり集中して行っていました。できると

生の防災リーダー５名に取材をし 歓声も出てとても楽しそうでした。その後の部活動見学でも色々

て頂きました。生徒たちのしっか な部活動を体験していました。どの部も丁寧に教えているのに感

りした考えに、取材して下さった 心しました。良い先輩だと思ってもらえる態度だったと思います。

NHK のチーフディレクターから高 短い時間ではありましたが、清水中学校の様子を感じてくれたの

い評価を頂きました。防災小説を通じて地域コミュニティーの ではないかと思います。生徒会執行部のみんなの頑張りもあり、

防災意識が活性化して、今後のプラスになっていけると感じた 小学生もよい印象を持ってくれたのではないかと思います。不安

と話して下さいました。これからも清水中の大切な取組として、 なく多くの生徒が入学してくれればと思っています。

成長させていきたいと考えています。今後は、地域と連携して ジョン万スピリット

取り組んで行きたいと思います。 ①旺盛なチャレンジ精神を持つ。

放送予定は、３月１３日に 17 言語に訳され世界中で放送され ②大事な場面で、自分で決断し、結果を他人のせいにしない。

ます。HP でも見られるようです。 ③決してあきらめない。
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